
防衛大学校（総合教育学群、人文社会科学群、応用科学群、電気情報学群及びシステム工学群）・総合教育学群
・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２７２３

若手研究

2022～2020

日本語の語順の選択基準の実証研究

An empirical study on the selection criteria for word order in Japanese

７０８２９６７１研究者番号：

今村　怜（Imamura, Satoshi）

研究期間：

２０Ｋ１３０２０

年 月 日現在  ５   ５ ２８

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、語順の選択を動機づける要因を明らかにし、多角的な観点から日本
語の語順を体系化することである。その目的を達成するために、コーパス解析と文産出実験を行い、機能主義の
立場から一般化を試みた。まず、コーパス解析の結果として、主題持続は焦点化だけでなく文法関係の影響も受
けるという傾向が観察された。しかし、文産出実験では、主題持続と文法関係の相関関係は疑似相関であるとい
う可能性が示唆された。また、語順や文法関係の機能は個別の構文と相互作用を示すという結果が観察された。
たとえば、二受動文では主語の持つ話題持続性が強められるのに対し、ニヨッテ受動文では弱められるという傾
向が観察された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research project is to investigate the criteria for choosing
 word orders in Japanese based on corpus analyses and sentence production experiments. By doing 
this, we propose an encoding system in Japanese in terms of functional linguistics and 
psycholinguistics. A series of corpus analyses have demonstrated that ‘topic persistence’ is 
influenced not only by focalization but also by grammatical functions. Yet, the results of sentence 
production experiments have suggested that there is a spurious correlation between topic persistence
 and grammatical functions. Furthermore, it has been observed that the discourse function of each 
construction interacts with word orders and grammatical functions. For example, it has been revealed
 that passive subjects tend to be more topical in the ni-passive than in the niyotte-passive.

研究分野：言語学

キーワード： 語順　情報構造　コーパス解析　文産出実験　文法関係　重さ　焦点化　有生性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、コーパス解析と文産出実験に基づき、語順転換に関与する構文の使い分けの一端を明らかにした。具
体的には、かき混ぜ文／分裂文／後置文／受動文の用法を機能的な概念から探求し、個別構文の用法を体系化し
た。また、コーパス解析に基づいて提案した仮説を文産出実験で再検証し、多角的かつ総合的に語順の選択基準
の解明を目指した。その結果として、コーパス解析に基づいて提案した仮説を修正し、複数の手法で検証するこ
との必要性を示した。このような形で語順の選択基準の理解が深まることにより、語順そのものの言語普遍的な
特性の解明へ貢献できたと考えられる。こうした言語事実の解明は談話文法理論へ貢献するものでもある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本語は構成要素の配列順序の自由度が比較的高く、基本語順文（太郎がリンゴを食べた）だ
けでなく、かき混ぜ文（リンゴを太郎が食べた）、後置文（リンゴを食べたんだ、太郎が）、分裂
文（太郎が食べたのはリンゴだ）といった語順も文法的である。ここで生じる疑問は、どのよう
な基準に従って語順の選択が行われるのか、ということである。この疑問に関して、伝統的には
情報構造や有生性といった機能的概念から分析が行われてきたが、多くの研究者は個別の構文
に焦点を当てており、それらを体系的に扱った論文は少ない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、語順の選択を動機づける要因を明らかにし、機能的な観点から日本語の語順
を体系化することである。その目的を達成するために、機能主義および心理言語学の観点から、
多角的かつ総合的に仮説検証を行った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、コーパス解析と文産出実験を併用することにより、客観的な仮説の形成を目指し
た。複数の手法を併用することで、実際の言語運用から乖離することなく語順の選択基準を明ら
かにすることが可能になると考えられるからである。そこで、データ収集の初期段階として、情
報構造の観点からコーパス解析を行った。なお、情報構造の解析には、指示距離（ RD: 
referential distance ） と主題継続（ TP: topic persistence）という概念を用いた。指示距
離は「対象となる名詞と、その先行文脈に現れる同一指示対象との距離」を表し、主題継続は「後
続文脈に同一指示対象が現れる頻度」を表す。すなわち、RD は先行文脈との関係を、TP は後続
文脈との関係を量的に計測することができる。コーパス解析の基準に RD と TP を用いることで、
文脈の観点から構文の選択基準の一般化を目指す。情報構造以外の主要な概念としては、「名詞
句の長さ」と「有生性」を分析基準とした。これらは先行研究で語順転換へ影響を及ぼす可能性
が提案されており、定量的な観点から再検証する価値があるからである。 
そのうえで、コーパス解析に基づいて提案した仮説を文産出実験によって再検証した。コーパ
スでは複数の要因が同時に影響を与えうるため、個々の要因の正確な影響が計測できない。今回
の分析では、特に「TP」と「文法関係・有生性・焦点」の相互関係が判然としない。そこで、こ
れらの概念の相互関係を検証するために各要因を分離したデザインで実験を行う必要があった。
なお、後続文脈に関しては、有生性と情報構造を分離したデザインで談話展開テストを行った。
これにより、TPと構文の関係を文産出の観点から客観的に観測することができると考えられる。
最後にコーパス解析の結果と文産出の実験の結果を比較検討したうえで各構文の選択基準の一
般化を行った。 
 
４．研究成果 
まず最初に、コーパス解析の結果として、文法関係と焦点化が TP と相関するという傾向が観
察された。すなわち、主語の方が目的語よりも TP が高いといった階層性が観察され、それとは
独立して焦点要素の TP が高くなるという傾向が示された。それに対し、かき混ぜ操作によって
前置された構成素は低い RD と相関するが TPとは相関関係を持たないという結果が観察された。
これは、かき混ぜ文は「旧から真への情報の流れ」（久野 1978: 54) という機能的制約を満たす
ために選択されるのであり、後続文脈とは無関係であるということを意味する。したがって、有
標な語順は RD の要請を満たすために選択されるという一般化もありうる。そこで、この一般化
の妥当性を後置文の解析によって探った。その結果として、少なくとも書き言葉では、後置され
た目的語が比較的高い TP を保持しているという結果が示された。このことは、有標な語順は個
別構文の機能との相互作用として選択されるのであり、RD の要請を満たすために一義的に規定
されるわけではないということを意味する。このように、かき混ぜ文や後置文には構文特有の談
話機能が存在し、それらが独立した要因として RD および TP に影響を与えるという分析結果が
示された。同様に、「ニ／ニヨッテ」受動文も構文特有の機能を有し、語順や文法関係から独立
した要因として RD および TP と相関するという傾向が観察された。共通点としては、「二／ニヨ
ッテ受動文」の主語は RD が小さく TPが大きい要素として働くという傾向が観察された。これは
いずれの要素も主語であるという共通の文法関係に起因するものであると思われる。それに対
し、構文特有の機能としては、二受動文の主語が広い範囲のトピックとして働くのに対し、ニヨ
ッテ受動文の主語は比較的狭い範囲のトピックとして働くという傾向が観察された。このよう
に、「二／ニヨッテ」受動文の使い分けは、部分的には後続文脈における働き方の相違という観
点から説明ができる。コーパス解析の結果は、文法関係や個別構文の談話機能から影響を受けつ
つ語順が選択されるということを示唆するものであった。ところが、こうした結論はコーパス解
析にのみ基づいたものであり、単独の手法から結論を導き出すのは危険である。そこで、コーパ
ス解析に基づいて提案した仮説を文産出実験によって再検証した。その結果として、Imamura & 
Seraku (2002) では、文法関係と TPの間には疑似相関が存在しているという可能性を指摘した。



具体的には、文法関係と有生性の間には相関関係が存在し、有生性と TP の間にも相関関係が存
在する。それゆえ、文法関係と TP の間に疑似相関関係が生じているという可能性を示唆する実
験結果を観察したわけである。以上のように、単独の手法から結論を導き出すのは危険であり、
複合的な観点から仮説検証を行うことで、より客観的な仮説へと到達することができるという
ことが示された。 
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